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――七十七ニュービジネス助成金を受賞されたご感
想をお願いします。
当社のような小さな会社にこのような賞をいただ
けたことを大変光栄に思います。平成 25年度に助
成金を受賞された気仙沼ニッティングの御手洗社長
に貴財団の助成金制度についてご紹介いただき、資
金使途が自由というところが魅力で申し込ませてい
ただきました。研究開発には非常に膨大な資金が必
要なので、いただいた助成金は医療機器の開発資金
の一部に充てさせていただきました。
また、今回の受賞をきっかけに注目していただく
機会も増え、当社がどのような事業を行っているの
か発信できたのではないかと思います。

東北大学発ベンチャー
――会社設立の経緯について教えてください。
当社は東北大学発ベンチャーであり、東北大学大
学院医工学研究科と流体科学研究所の技術を世の中

第 17 回（平成26年度）

株式会社ＩＦＧ
代表取締役　森　和美 氏

会社概要

住　　所：仙台市青葉区折立一丁目14番9号
設　　立：平成17年
出 資 金：10百万円
事業内容：電磁機器製造業
従業員数：8名
電　　話：022（226）1263
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.ifg.jp/

軽量かつ小型・省電力のパルス磁気刺激
装置を開発、脳卒中による麻痺患者に
負担の少ない新しいリハビリテーション
方法を提案し全国への普及を目指す
今回は「七十七ニュービジネス助成金」受賞企業
の中から、株式会社ＩＦＧを訪ねました。当社は、
東北大学発ベンチャー企業であり、医工連携で東北
大学大学院医工学研究科、流体科学研究所との共同
開発により軽量かつ小型・省電力のパルス磁気刺激
装置「Pathleader」を開発し、麻痺患者への新しい
リハビリテーション方法を提案しています。磁気刺
激は電気刺激と比較して、痛み等患者への負担が少
なく利点が多くあります。平成 26年度に当該装置
の薬事認証を取得し、今年度の販売開始と体制の整
備により全国への普及を目指しています。森社長に、
会社設立の経緯や今後の営業戦略等についてお伺い
しました。
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に製品化して広めたいという思いから、平成 17年
に私の父と東北大学の先生方が発起人となり当社を
設立しました。私は元々金融機関で働いていた経験
があったため、財務面で当社を支えることができる
のではないかと思い、会社設立時から経営に従事し
ています。

電磁機器の開発・製造・販売
――事業内容について教えてください。
当社は磁場を利用した工業用機器（「磁場中熱処

理炉」等）や研究開発用機器（「ＢＨループアナラ
イザ」等）の設計開発・製造・販売を行っています。
また、お客様の要望に合わせて設計・カスタマイズ
した各種コイル、電磁石等の製品も提供しています。
「磁場中熱処理炉」とは、磁気材料を加熱しながら
着磁することで優れた特性を引き出すための装置で
電気自動車の部品等の生産工程で使用されていま
す。また、「ＢＨループアナライザ」とは、幅広い
測定が可能なコンパクト型の磁気特性測定装置で、
工場で製造する磁性材料に異常がないかを検査する
機械です。
当社は磁場を利用した機器の技術開発を得意とし

ており、工業用製品の製造を行う大企業からの多様
なニーズに合わせた装置等のものづくりを行ってき
ました。

飽くなき挑戦
――経営理念について教えてください。
当社は経営理念を「飽くなき挑戦」としています。
先駆者は苦労が多いですが、挑戦する志が無ければ
よいものを作り出すことはできません。試行錯誤を
経てやがてカタチになっていきます。当社の製品を
手にしたお客様に喜んでもらえる製品作りを常に心
がけています。

医療機器産業への参入
――医療機器産業に参入した背景についてお聞かせ
ください。
近年の医療技術の急速な発展に伴って、脳卒中に

よる死亡者数は年々減少していますが、その一方で
病後の後遺症に苦しむ患者が増加しています。全国
で脳卒中により四肢に麻痺のある患者数は120万人
に達しており、寝たきりの患者の約 36％が脳卒中
の後遺症によるものです。（平成22年国民生活基礎
調査の概況／厚生労働省）
当社は片麻痺患者の生活の質の向上を目指し、設

立時より、磁気刺激装置の開発を行ってきました。
これまで、脳卒中で麻痺になると損傷した神経は再
生しないとされていましたが、最近の研究では脳の
一部が損傷した場合でも、損傷を免れた他の部位が
損傷を受けた部位の役割を代行する能力があること
が明らかになりました。ヒトの運動を支配している
中枢神経や末梢神経を刺激すると運動記憶を促進さ

「磁場中熱処理炉」

本社
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せ、新たな神経回路を形成し、動かすことのできな
かった筋肉の運動を誘発することができます。
麻痺のリハビリ手法では、運動療法と電気刺激法
が一般的です。運動療法は理学療法士や作業療法士
が患者の身体を動かしてあげることで訓練をしてい
きます。一方で、電気刺激法は麻痺している患部に
直接電極を貼り感電させることで運動を誘発させる
という仕組みです。しかし、それぞれ課題がありま
す。運動療法では、医療従事者の体力的な負担が大
きくなります。電気刺激法では、①電極を直接肌に
貼り付けることで皮膚が被れてしまったり、煩わし
さを感じる、②感電による痛みや不快を伴う、③刺
激が皮膚表面に限定され身体の深部まで届かない、
④服を脱ぐ手間がかかる等が挙げられます。この社
会的背景とリハビリ手法の課題を解消するために開
発されたのがパルス磁気刺激装置「Pathleader」で
す。

パルス磁気刺激装置「Pathleader」
――「Pathleader」について詳しく教えてください。
「Pathleader」を使用したパルス磁気刺激による

新しいリハビリシステムは、東北大学大学院医工学
研究科出江教授（肢体不自由学分野）、永富教授
（運動学分野）との共同研究で開発され、機器本体
は東北大学流体科学研究所高木教授との共同研究に
より開発しました。
パルス磁気刺激法とは、パルス状の磁場を用いて
生体に渦電流を誘導し神経や筋組織を刺激するもの

で、骨格筋に反復刺激を繰り返すことで筋肉の運動
を誘発します。この刺激法を使用した「Pathleader」
の利点は次の3つです。
1つ目が、コイルを患部に当てて磁気を流します

が、服の上からでも刺激が可能なので、洋服を脱ぐ
手間や皮膚の被れがありません。2つ目が、電気刺
激のような感電による痛みがないので、痛みが原因
でリハビリを諦めてしまった方にもご使用いただけ
ます。3つ目は、電気刺激が皮膚の表面を刺激する
のに対し、磁気刺激は皮膚の表面から深部を刺激で
きる点です。
「Pathleader」は使い方が簡単なので、多くの医

療従事者にご使用いただけます。フットスイッチを
足で踏んでいただくとコイルから磁場が発生するの
で、麻痺のある患部にコイルをあてて刺激していき
ます。電気刺激の場合、刺激する箇所（モーターポ
イント）が違う場合には電極を貼り直す必要があり
ますが、「Pathleader」は電極がないため、コイル
を動かしながらモーターポイントを探すことができ
ます。

――事業を進めるにあたり苦労されたこと等につい
てお聞かせください。
「Pathleader」を世の中に出すタイミングの見極

めに苦労しました。製品の特性上、小型化・軽量化
が求められますが、初めから小型化・軽量化を追求
しすぎてしまうと市場に出せずに投資だけが嵩んで
しまいます。ある一定の基準をつくり、市場に製品
を出し、投資を回収しつつさらなる改良を加えなけ
れば事業として成り立たないため、市場に出すタイ
ミングの見極めが重要であり難しい点でした。

――従来からパルス磁気刺激装置として経頭蓋磁気
刺激装置（TMS:Transcranial magnetic stimulation）
がありますが、違いについて教えてください。
ＴＭＳは大脳皮質の刺激を目的としたパルス磁気
刺激装置で、1985年にイギリスで開発されました。
右脳を損傷した患者の場合、健常な左脳との活動バ
ランスが崩れ、左脳が活動しすぎるため、ＴＭＳで
左脳の大脳皮質に刺激を加え活動を抑制することで
左右の脳のバランスを整えます。そのうえで、麻痺

パルス磁気刺激装置「Pathleader」
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のリハビリを行うことでより高い効果が得られます。
ＴＭＳは大脳皮質の刺激に特化しており、麻痺の
リハビリで患部の骨格筋を刺激するのには適してい
ません。骨格筋の筋収縮には刺激の回数が多いほど
効果的ですが、ＴＭＳは高電圧が必要な大型の装置
なので、コイルに大電流が流れることで発熱しやす
く短時間しか使用することができないためです。
「Pathleader」は、当社独自の充電回路を用いる

ことで、充電時の消費電力を最小化したことから、
変圧器等の大幅な軽量化が可能となり、省電力かつ
軽量・小型化に成功しました。さらに、コイルに鉄
心を装入することで、小電力でも強いパルス磁場を
発生させ、長時間にわたり磁気刺激を発生させるこ
とができるようになりました。
これまで骨格筋への刺激は電気刺激等が用いられ
ていましたが、「Pathleader」の開発により磁気刺
激での麻痺のリハビリが可能となりました。

知と医療機器創生宮城県エリア
――宮城県で医療機器産業を始めるにあたって利点
があったとお伺いしましたが。
当社は一般企業向けの工業用製品のみの製造を

行ってきたため、医療機器の製造・販売許可を保有
しておらず、ノウハウはありませんでした。宮城県
には東北大学やインテリジェント・コスモス研究機
構等が主体となって取り組んでいる「知と医療機器
創生宮城県エリア」というプロジェクトがあります。
産・学・官・金が連携して国際競争力を持つ医療機
器の創出を推進しており、産業集積や雇用の創出、
震災復興への貢献を目指しています。そのプロジェ
クト担当者に事業の開拓や医療機器の承認・許可制
度等について詳しくご説明いただき事業をスムーズ
に進めることができました。
新しい産業分野に進出する際、情報がなくてはど
のように事業を進めればよいか分かりません。宮城

コイルで患部を刺激している様子

フットスイッチ
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県で医療機器産業を始めるにあたり、このようなプ
ロジェクトがあるのは大きな利点だと思います。

――製品が医療機器として認証されるまでの過程に
ついて教えてください。
日本の薬事法では、医療機器は「人若しくは動物
の疾病の診断、治療若しくは予防に使用されること、
又は人若しくは動物の身体の構造若しくは機能に影
響を及ぼすことが目的とされている機械器具等で
あって、政令で定めるもの」と定義されています。
全ての医療機器は人体に与えるリスクの程度によっ
て「一般医療機器（クラスⅠ）」、「管理医療機器
（クラスⅡ）」、「高度管理医療機器（クラスⅢ、Ⅳ）」
の3つに分類され、その分類によって適用される規
制が異なります。「Pathleader」は厚生労働省が指
定する認証機関から人の生命の危険又は重大な機能
障害に直結する可能性は低いものとしてリスク分類
される「管理医療機器（クラスⅡ）」の認証を取得
する必要がありました。
医療機器の認証を受けるため、まず医療機器製造
販売業、医療機器製造業の許可を取得しました。こ
れにより、医療機器の製造を行い、販売・貸借する
ことが可能となります。さらに、医療機器は製品安
全試験等クリアしなければならない規格がありま
す。これらをクリアした後、製品の認証申請を行う
ことができます。

製品販売に向けての第一歩
――今後の営業戦略についてお聞かせください。
「Pathleder」の販売対象先は麻痺患者へのリハ

ビリを行う病院、診療所、デイケアセンター等を考
えています。これらは、全国に 5000事業所以上あ
り、当社だけで拡大販売を図ろうとすると時間と労
力がかかり負担が大きくなります。そこで、全国の
有力医療機器販売業者と連携することにより5年以
内に市場の20％獲得を目指しています。
今年の 10月から販売を開始する予定ですが、ま

ずは製品の認知度を上げるために、当社の技術者が
医療機器販売業者に同行して製品説明を行い、デモ
機の1週間程度の無償貸出を行っています。実際製

品を使用した方からは、痛みがなく、服を脱がなく
てよいのが嬉しいという声をいただいています。そ
のほか、医学系の学会で製品を展示したり、医学系
の論文誌に製品に関する論文を投稿することで、医
療従事者へ製品とその効果の周知を図っていきます。
また、将来的に海外への輸出も視野に入れて、今
年の4月にＩＳＯ13485：2003（医療機器の品質マ
ネジメント）を取得しました。これは、安全で有用
な医療機器の継続的な製造・供給を目的とした医療
分野の品質マネジメントシステムで、製品を海外に
輸出するために不可欠な規格です。

――競合他社が参入する可能性についてどのように
お考えですか。
パルス磁気刺激装置の小型・軽量・省電力化に必
須の技術に関しては、東北大学と共同で特許を既に
取得しています。
脳卒中後の後遺症に苦しむ患者は年々増加してい
るので、今後リハビリテーション市場は拡大を見せ
る可能性があります。市場へ早期に参入することで
「Pathleader」という名前を浸透させると同時に、
お客様の要望を反映した改良のため、先生方との共
同研究も継続していきたいと考えています。

3つの取り組み
――人材育成への取り組みについてお聞かせくださ
い。
今後も世の中に貢献していけるような製品を作り
出していくため、若手人材の育成に取り組んでおり、
次の3つに特に力を入れています。
1つ目が、インターンシップ研修の受け入れです。
現在は、仙台高等専門学校から男子学生を1名受け
入れており、磁気刺激に関する研究開発に携わって
いただいています。これまでに3名の学生を受け入
れており、期間は2週間程度の短期から2年間まで
と学生によって様々です。インターンシップを受け
入れる一番のメリットは、育成した学生が当社に興
味を持ってくれ入社してくれることなのでその流れ
を築いていきたいと思っています。
2つ目が、大学院への入学奨励です。大学院の入
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学金と授業料を当社が負担し、現在は1名が東北大
学大学院工学研究科博士後期課程で「Pathleader」
に関する研究活動を行っています。磁気刺激装置の
仕組み等の工学的な要素を取り入れた論文を作成
し、医学系の学会で発表したり、医学系の論文誌へ
投稿しています。
3つ目が、資格取得の奨励です。若手の積極的な

資格取得を促し、機器の製造に必要な資格だけでな
く、マネジメント等の会社運営に必要な資格取得も
推進しています。また、当社は大型の機械を製造し
ており、その機械を運ぶ作業には危険が伴います。
社員の安全確保のために、安全対策に関する外部の
専門的なセミナーを受講させること等で知識の向上
を図っています。

女性が働きやすい職場を目指して
――女性の活用について教えてください。
当社は製品の組み立て工程で女性を積極的に活用

しています。女性は結婚し出産をすると様々な理由
で仕事を休まなければならないことが増えてきま
す。そのときに、周りに負い目を感じることなく仕
事を任せられるような環境作りをしていきたいと思
います。そこで、製造部門の社員全員が製品の製造
に関する一連の作業ができるように育成しており、
何かあった場合にはいつでも代わりに仕事を任せら
れるような体制作りをしています。こうすることで、
結婚・出産後の女性にも仕事を続けていただきたい
と考えています。

高いモチベーションの維持
――事業を行う上で大切だと思うことについて教え
てください。
高いモチベーションを維持することが事業を行う
上で不可欠だと思います。そのためには目標を持つ
ことが重要です。私の目標は、「Pathleader」に
よってリハビリを必要とする麻痺がある患者さんの
生活の質を向上させ、多くの喜ぶ顔を見ることです。
自分の目標を定期的に見つめなおすことで、モチ
ベーションを維持し世の中に貢献できるよい仕事を
していきたいと思います。

回路製作

森社長

ケーブル製作

長時間にわたりありがとうございました。御社の
今後ますますの御発展をお祈り申し上げます。

（27．5．25取材）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


